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議題２ 基幹相談支援センターに対する調査結果を受けた具体的な取組について 

 

１ 研修の実施について 

   千葉県基幹相談支援センター連絡会等と連携の上、以下の研修を令和５年度以降 

に実施する。 

   なお、研修の詳細等については、引き続き同会などと調整を進めてまいりたい。 

  （必要に応じて千葉県相談支援アドバイザー派遣事業等を活用） 

（１）管理者研修 

    ・ 基幹相談支援センターの使命と役割 

    ・ 人材育成及び組織マネジメント 

    ・ 地域の相談支援体制の強化 

    ・ 地域移行・地域定着の推進 

    ・ 困難ケース等の事例検討 

    ・ モニタリングの評価 

    ・ 先進事例を学ぶ  など 

（２）初任者研修 

    ・ 基幹相談支援センターの業務 

    ・ 障害福祉サービスの内容・動向 

    ・ 障害者のケアマネジメントとは 

    ・ 計画相談支援等の実務 

    ・ 事例検討等を通じたセンター間のネットワークの形成 など 

（３）専門研修 

ア 計画相談支援等の後方支援 

     ・ 計画相談支援等の制度・現状 

     ・ 障害者のケアマネジメントのあり方 

     ・ スーパービジョンの方法 

     ・ 事例検討を通じた演習 

イ 地域移行・地域定着 

     ・ 地域移行・地域定着の制度・現状 

     ・ にも包括の取組 

     ・ 地域移行支援と地域での生活支援 

     ・ 先進事例を学ぶ 

     ・ 事例検討 

 

２ にも包括等との連携 

   地域によっては、にも包括や療育等支援事業コーディネーター等と連携が図れて  

いない現状があることから、各圏域におけるにも包括の実務者会議に基幹相談支援 

センターが出席するなど連携を図っていくとともに、にも包括等との合同研修の開催

などを検討していく。  
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３ 基幹相談支援センターに関する調査 相談件数のカウント方法について 

 

（１）福祉行政報告例 

   「市町村における相談支援」について毎年度、各市町村から厚生労働省に報告する。 

   （基幹相談支援センター、市町村障害者相談支援事業（委託相談）など） 
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（２）対応案 

 
 

○「５ 相談実績」 

 ・ 実人員については新規・継続の区分を割愛し、福祉行政報告例に準じた調査とする。 

 ・ 件数については、別項目「相談を受けた件数」とする。 

   新規・継続の区分について引き続き調査対象とし、新規についてはこれまでに相談

を受けていないケースや一旦終結しているが再度相談を受けたケースをカウントする。 

   件数のカウント方法については、基本的に電話等で対応した全件数をカウントする。 

 

○「６ 支援方法ごとの件数」「７ 支援内容ごとの件数」 

 ・ これまでと同様、福祉行政報告例に準じる。 

  

５ 相談を受けた件数 
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（参考） 

１ 中核地域生活支援センター 

 ・ 基本的に相談件数をベースとしてカウント。 

 ・ 新規についてはこれまでに相談を受けていないケースや一旦終結しているが再度相

談を受けたケースをカウントする。 

 ・ 件数のカウント方法については、基本的に電話等で対応した全件数をカウントする。 

 

 

２ 生活困窮者自立相談支援機関 

 ・ 基本的に相談件数をベースとしてカウント。 

 ・ 新規についてはこれまでに相談を受けていないケースや一旦終結しているが再度相

談を受けたケースをカウントする。 

 ・ 件数のカウント方法については、基本的に電話等で対応した全件数をカウントする。 

 

３ 地域包括支援センター 

   新規・継続の区分はなく相談件数のみのカウントであり、電話等で対応した件数を

カウントしている。 


